
 

 

 

背景 

地方分権の推進は、地方自治体の自律かつ自立した行政運営の必要性をより一層増大させて

います。また、地方自治体をとりまく社会的・経済的環境は市町村合併という大きな変化をは

じめとして、さまざまに変化しており、行政需要は量的にも質的にも拡大・複雑化の一途をた

どっています。 

さらに、住民のニーズはそれぞれの地域の事情を反映して地域ごとに大きく異なっており、

行政主体である地方自治体の果たすべき役割は極めて大きなものがあります。 

その一方で、地方自治体の財政事情は厳しさを増しており、住民の期待に応える行政を展開

していくためには、限られた人的資源を生かし、より効率性に優れた行政システムを確立する

とともに、その内容を住民に説明する責任（アカウンタビリティ）を強く求められています。 

合併しないことを決めた市町村にとっては、評価の視点を導入して行政運営を進めていくこ

とが行政改革の視点からも必要になります。 

また、合併した新市町村にとっては、輻輳する事務事業を整理して、効率的な行政運営を早

急に確立していくことが必要です。 

地方自治体の施策は、その単位で見ると事務事業であるということができ、この事業を調査・

評価して、さらに大きな単位である政策評価へと進んでいくことが行政評価の第一歩となりま

す。 

そして、行政運営の仕組みの中に、企画・計画（ＰＬＡＮ）、実施（ＤＯ）、点検と是正（Ｃ

ＨＥＣＫ）、見直し（ＡＣＴＩＯＮ）のサイクルを定着させ、住民に開かれた透明かつ簡素で効

率的な行政運営の確立が求められています。 
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評価の３つの視点
視点３

自治体経営
の革新を実
現する 

○事務事業を評価してその
整理、効率化を図ります。行財政運営の

適正化を目指
す 

総合計画の評
価・進行管理
システムの確
立につなぐ 

視点１ 

視点２ 

○総合計画の進行管理と予
算編成にリンクします。 

○自治体経営の透明化を図
り、革新性を導入します。
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ステップ 

総合計画への反映（イメージ） 

個 別 計 画 → 個 別 事 務 事 業

実 施 計 画 → 個 別 事 務 事 業

基 本 計 画 → 各 施 策 の 推 進

基 本 構 想 → 政 策 へ の 展 開

評価基準の確立 

反映 

事務事業評価から総合計画

を点検するために 

総

合

計

画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本業務は、次のステップに沿って実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ２

洗い出し調査 

導入研修、調査の趣旨説明会開催

シートの記入・回収 

シートの整理 

ステップ１ 

調査シートの設計 

評価すべき事務事業の確定 

事務局との打ち合わせ 

シート作成と評価基準の設定 

ステップ３

事務事業評価報告書の作成 
（評価結果の公表） 

評価作業の実施 

事務事業の課題調査 
ヒアリング調査 

課題抽出と評価 

 

 ステップ４ 

政策評価報告書の作成 

トップインタビューの実施 

政策評価マトリックス表の作成

政策評価の実施 
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